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1. 背景及び目的 

 ２００７年８月に米国ミネソタ州ミネアポリ

スの I－３５W 橋の落橋事故が起きた．この橋は

鋼トラス橋であり，落橋の原因の一つとして格点

部ガセットプレートの脆弱性が挙げられる．日本

においても鋼トラス橋の部材の損傷事例が報告

されている．そのため，鋼トラス橋の格点部の終

局状態における力学的挙動を調べ，適切な維持管

理を行うことが喫緊の課題である． 

 引張やせん断を受ける鋼トラス橋格点部のガ

セットプレートの挙動に関する研究は行われて

きたが，圧縮を受けるガセットプレートの終局状

態に関する研究例は少ない．そのため，笠野ら１）

は実橋梁の格点部を利用した載荷実験を基に圧

縮によるガセットプレートの終局状態に関する

耐力評価式の検討を進めてきた．本研究では旧銚

子大橋を参考に，新たに格点部を作成し，圧縮載

荷実験を行うことにより健全状態でのガセット

プレートの終局状態について，理論，実験，解析

を用いて検討を行う． 

 

2. 笠野らにより提案された耐荷力評価式１） 

 笠野らにより提案されたガセットプレートの

圧縮力に対する耐荷力の計算式を図 1に示す. 

 
図 1 耐荷力の算出方法 

3. 載荷実験 

 3.1 実験対象 

本研究の対象は旧銚子大橋格点部を参考に

作成した格点部である．本研究で使用された格

点部を図２に示す．旧銚子大橋での斜材とガセ

ットプレートの接合ではリベットが用いられ

ていたが，格点部の作成上の都合から，接合に

は普通ボルトを採用した．リベットと力の伝達

方法の差異を少なくするため，ボルトは摩擦ボ

ルトではなく支圧ボルトを用いている． 
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図 2 実験対象である格点部 

 

 3.2 実験概要 

以下に実験の様子を示す．後に示す荷重‐変

位曲線の変位測定箇所は図３の載荷面（矢印）

である． 

 

 

 

 

 
図 3 載荷実験の様子 

 3.3 実験結果 

実験結果として，荷重‐変位曲線を図４に，

またひずみゲージにより応力集中が確認でき

た場所を図５に示す．なお，図５において赤い

点は降伏が確認された箇所，青い点はその他の

ひずみゲージが貼りつけられた場所である． 
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図 4 荷重-変位曲線 

 
図 5 実験において降伏が確認された箇所 

 

4. 解析 

 4.1 解析モデル 

 図６にシェル要素を用いて作成された解析モ

デルを示す．本実験において，載荷軸の偏心が確

認されたため，解析モデルにおいても図７のよう

に偏心を考慮した． 

 

 

  

 

 

 

 

 

                

 

        

 

 

図 6 解析モデル 

   

 
図 7 載荷軸の偏心の再現(図６の赤丸で囲った

箇所) 

4.2 解析結果の比較 

 

 
図 8 荷重‐変位曲線の比較 

 
図 9 ガセットプレートのミーゼス応力コンター図 

 

5. 考察 

本実験結果によれば，耐荷力評価式により算出

された耐荷力は実験結果と比べて危険側の値と

なった．それは，解析結果からも見て取れるよう

に耐荷力の低下に載荷軸の偏心が大きく影響し

ているためといえる．また，解析結果のミーゼス

の応力図と実験で応力が集中した箇所を比較す

ると，差異が見られる．このことから，載荷過程

において偏心だけではなく，斜材軸回りにねじれ

が発生した可能性が高い．このことは，実験にお

いて設置された３軸ひずみゲージ及び変位計の

測定結果からも推測することができた． 

実験において，載荷軸に関して偏心とねじれ

が発生したため,想定とは異なる自由辺位置に

おいて，曲げ降伏が発生したと思われる.その結

果,評価式で想定されていた圧縮を受ける部位

はほとんど耐荷力には貢献せず,耐荷力の低下

につながったと考えられる. 

 

６. 結論 

 実際に供用されている鋼トラス橋の格点部は, 

主構部材からの純軸圧縮力を受けるだけではな

く，地震などによる横荷重やねじりの影響も受け

ると考えられる. 今回の実験から，載荷軸の偏心

やねじりが格点部の耐荷力を低減させる可能性

があることが示唆された．そのため,提案された

耐荷力評価式をより実用性の高いものとするた

めに,面外方向の荷重やねじりが格点部の耐荷力

に及ぼす影響を今後検討していく必要がある． 
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